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ICT・データを活用した鳥獣被害対策 について

たつの市防災計画の「災害に強いまちづくり」ついて問う

Q&A

Q&A

近
年
、
市
内
各
地
域
で
イ
ノ
シ
シ

や
シ
カ
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
続

き
、
多
く
の
農
業
者
や
地
域
住
民
か

ら
深
刻
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
捕
獲
従
事
者
の
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
も
進
ん
で
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
や
技
術
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や

デ
ー
タ
を
加
え
、
効
率
的
で
持
続
可

能
な
鳥
獣
被
害
対
策
を
進
め
る
必

要
が
あ
る

❶ 

鳥
獣
被
害
の
現
状
に
つ
い
て

	

令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
ま

で
の
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農

作
物
被
害
額
、
被
害
面
積
、
捕
獲
頭

数
の
推
移
と
、
現
在
の
被
害
状
況
を

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
か
。

	

農
作
物
被
害
額
、
被
害
面
積
は

令
和
４
年
度
か
ら
減
少
傾
向
に
あ

る
が
、
捕
獲
頭
数
は
横
ば
い
で
、
依

然
と
し
て
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

被
害
は
深
刻
で
あ
る
。
被
害
面
積
、

出
没
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
捉
え
、

対
策
の
効
果
を
検
証
し
て
い
く
。

近
年
、
集
中
豪
雨
、
線
状
降
水
帯
と

い
っ
た
尋
常
で
は
な
い
雨
の
降
り
方

が
日
本
列
島
を
脅
か
し
て
い
る
。
本

市
の
防
災
計
画
「
大
切
な
命
と
地
域

を
守
る
」
取
組
が
重
要
で
あ
る
と
の

考
え
か
ら
以
下
を
問
う

	

排
水
機
場
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
な

ど
排
水
機
の
点
検
管
理
は
適
時
行

わ
れ
て
い
る
か
。

	

出
水
期
の
点
検
は
月
２
回
、
非

出
水
期
は
月
１
回
の
動
作
確
認
に

加
え
、
定
期
的
に
専
門
業
者
に
よ
る

点
検
・
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

	

排
水
能
力
の
十
分
で
な
い
道

路
側
溝
、
堆
積
土
砂
の
多
い
河
川
の

対
処
に
つ
い
て
、
各
自
治
会
と
情
報

共
有
を
行
い
、
適
切
に
維
持
管
理
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

	

日
常
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や

自
治
会
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
、

状
況
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
清

掃
や
浚
渫
を
実
施
し
、
機
能
維
持
に

努
め
て
い
る
。

❷ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た

対
策
に
つ
い
て

	

通
信
型
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
、
捕

獲
通
知
装
置
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
箱
わ
な
等
を

活
用
し
、Ｇ
Ｉ
Ｓ
等
で
被
害
・
目
撃
・

捕
獲
場
所
を
一
元
的
に
地
図
上
で

可
視
化
し
、
分
析
す
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
考
え
は
な
い
か
。

	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
限
ら
れ
た

人
員
で
よ
り
効
果
的
に
対
策
を
行

う
こ
と
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
で

あ
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
等
に
よ
る
仕
組
み

の
構
築
は
、
捕
獲
従
事
者
の
負
担
軽

減
や
効
率
的
な
捕
獲
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
お
り
、
先
進
事
例
等
を
参

考
に
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

❸ 

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
の「
ス
マ
ー

ト
対
策
」
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
捕
獲
、
セ

ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に
よ
る
出
没
把
握
、

Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
被
害
・
捕
獲
情
報

の
一
元
管
理
、
捕
獲
従
事
者
の
負
担

軽
減
等
を
計
画
に
明
確
に
位
置
付

け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
デ
ー
タ
の
活
用
は

極
め
て
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
本
市
の
鳥
獣
被
害
対
策
に
有

効
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、

次
期
の
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
内
に

明
記
し
、
具
体
的
な
施
策
と
し
て
位

置
付
け
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

県
が
起
債
許
可
団
体
に
転
落
、
本
市

へ
の
影
響
に
つ
い
て
問
う

	

県
の
所
管
す
る
道
路
、
河
川
等

の
公
共
事
業
、
県
の
補
助
事
業
等
、

本
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て
問
う
。

	

西
播
磨
市
町
長
会
、同
議
長
会

を
通
じ
て
、本
市
に
関
連
す
る
県
事

業
の
宍
粟
新
宮
線
大
鳥
踏
切
以
北

の
宮
内
バ
イ
パ
ス
。
龍
野
中
央
幹

線
４
車
線
化
に
向
け
た
設
計
、本
龍

野
富
永
線
道
路
拡
幅
等
が
遅
滞
な

く
進
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
活
動
を

実
施
し
た
。

国
の
進
め
る
副
首
都
計
画
に
つ
い
て
問
う

	
政
府
の
進
め
る
副
首
都
計
画
に

兵
庫
県
と
神
戸
市
に
連
携
を
求
め
、

播
磨
科
学
公
園
都
市
を
準
拠
点
と
し

た
、
副
首
都
構
想
に
名
乗
り
を
上
げ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
県
と
神
戸
市
に

働
き
か
け
を
行
っ
て
は
如
何
か
。
	

兵
庫
県
、
神
戸
市
に
お
い
て
は
、

手
を
挙
げ
る
予
定
は
な
い
と
言
及
し

て
い
る
。
今
後
、国
に
お
い
て
選
定
に

向
け
た
具
体
的
要
件
や
基
本
方
針
が

示
さ
れ
る
な
か
、
県
及
び
神
戸
市
が

指
定
要
件
を
満
た
す
の
か
。
ま
た
、申

請
す
る
意
思
が
あ
る
か
等
、
動
向
を

注
視
し
本
市
の
対
応
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
取

組
に
つ
い
て
。
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